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の先についた多数の小さなふくろ。空気とふれる表面積が大きいので

酸素と二酸化炭素の交換が効率よく行われる。
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底についた風船の先を引くと，ペットボルト
内の気圧が低くなり，ガラス管から空気が吸
い込まれ，中の風船はふくらむ。

ペットボトルの側面をおしつぶす
と，ペットボトル内の気圧が高く
なり中の風船はしぼむ。

空気中の酸素は，肺胞で血液にとりこまれ，血液の循環により全身の細胞に送られ

細胞の呼吸に使われる。細胞の呼吸でできた二酸化炭素は，血液中に溶けこみ，肺

までくると肺胞の中に出され，気管を通って鼻や口から体外に出される。

酸素

二酸化炭素

風船の先をもとに戻せば中の風船はしぼむ。 もとにもどせば，中の風船はふくらむ。

肺には 筋肉がない ので，肺の下にある 横隔膜
お う か く ま く

や外側の ろっ骨を動かす筋肉 によって行われる。

ガラス管

心臓から心臓へ

肺静脈
じようみやく

＝酸素をとりこんだ血液が流れる。壁に弁がある。

二酸化炭素をふくむ暗赤色
あんせ き し よ く

をした静脈血が流れる。
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